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平成２８年(２０１６年)１１月３０日 

建 設 委 員 会 資 料 

都市基盤部防災・都市安全担当 

 

 

中野区総合防災訓練及び中野区帰宅困難者対策訓練の実施結果について 

 

 

１．中野区総合防災訓練 

（１）実施日時 

①上鷺宮地域 平成２８年 ９月２５日（日）  午前９時～１２時 

②桃園地域  平成２８年１１月１３日（日）  午前９時～１２時 

 

（２）実施地域及び主会場 

①上鷺宮地域  区立北中野中学校 

②桃園地域   区立桃花小学校 

 

（３）訓練参加者数 

合計 １,３７１名 

①上鷺宮地域 ６５９名（地域住民防災組織等４０４名・関係機関等２５５名） 

②桃園地域   ７１２名（地域住民防災組織等４２５名・関係機関等２８７名） 

 

（４）訓練の内容 

①上鷺宮地域 

ア）初期対応訓練 

      初期災害対応訓練（初期消火訓練・ペット同行避難など）  

     イ）拠点医療救護所開設・運営訓練 

      災害時の医療解説  負傷者搬送・判定・医療救護訓練  

重症者搬送・受け入れ訓練  
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ウ）参加者体験訓練 

      参加者体験訓練（・消火器的当て・救出救助体験・簡易担架作成・搬送タイ 

ムレース・身近なもので応急救護体験・目隠し誘導・車い 

す体験・防災グッズ借り物タイムレース・避難所資機材操 

作体験起震車体験・煙ハウス宝探し・サバイバルクッキン 

グ体験・防災大声コンテスト・防災物作り体験など） 

②桃園地域 

ア）初期対応訓練 

       初期災害対応訓練（自宅での護身、安否確認、初期消火など） 

    

イ）公助連携訓練 

・応急給水訓練・備蓄物資搬送訓練 

・道路啓開訓練・施設点検・応急危険度判定訓練 

 

    ウ）参加者体験訓練 

      参加者体験訓練（・消火器・救出救助体験・簡易担架搬送体験・目隠し誘導・ 

車いす体験・防災グッズ借り物タイムレース・避難所資機 

材操作体験・起震車体験・煙ハウス救助体験・サバイバル 

クッキング試食体験・のこぎり体験・防災大声コンテスト 

など） 
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（５）訓練参加機関参加者数内訳 

訓練参加機関 
上鷺宮地域 

参加人数 

桃園地域 

参加人数 

地域防災住民組織 

一般参加者 

７防災会 

３４２ 

９防災会 

３４７ 

中野区福祉団体連合会 ５４ ５３ 

赤十字奉仕団鷺宮分団 (鷺宮分団)８ (桃園分団)２５ 

地域防災住民組織等合計 ４０４ ４２５ 

中野区 ６９ ７５ 

中野・野方警察署 １５ ５ 

中野・野方消防署 ３３ ２０ 

中野・野方消防団 ２２ ３５ 

東京都水道局 ４ ４ 

東京都下水道局 － ６ 

陸上自衛隊 ７ － 

㈱ＮＴＴ東日本 ９ ８ 

東京ガス㈱ １ ２ 

東京電力パワーグリット ２ ２ 

中野区国際交流協会 － ９ 

介護サービス事業所連絡会 ５ ４ 

地区民生児童委員協議会 ５ １６ 

中野区医師会 ２４ １４ 

中野区歯科医師会 ６ ６ 

中野区薬剤師会 ５ ６ 

東京都柔道整復師会中野支部 １１ １２ 

東京警察病院 ２２ － 

東京都トラック協会中野支部      －     ２ 

東京都米穀小売商売組合中野支部 １ － 

東京都獣医師会中野支部 １３ － 

日本救助犬協会    － ２ 

東京コロニー東京都葛飾福祉工場 １ １ 

中野建設まちづくり協議会 － １８ 

中野区造園緑化業協会    －   １７ 

中野区電設防災協力会 － ５ 

社会福祉協議会 － ７ 

東京土建中野支部 － ６ 

中央理化工業株式会社 － ２ 

中野区防災士会 － ３ 

関係機関等合計 ２５５ ２８７ 

総 合 計 ６５９ ７１２ 
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（６）訓練の様子 

①上鷺宮地域 

ア）初期対応訓練 

 

     担架・車いす等での搬送訓練      スタンドパイプ操作訓練 

 
 
 

イ）拠点医療救護所開設・運営訓練 

医療救護訓練               医療救護訓練(トリアージ) 

 
 
 

ウ）参加者体験訓練 

消火器的当て体験            サバイバルクッキング体験 
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②桃園地域 

ア）初期対応訓練 

街頭消火器での初期消火訓練      スタンドパイプ操法訓練 

 

 

 

イ）公助連携訓練 

緊急通行車両確認申請                   応急給水訓練 

 

 
 

ウ）参加者体験訓練 

簡易担架搬送体験           救出・救助体験 
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２．中野区帰宅困難者対策訓練 

（１）実施日時 

平成２８年１１月１日（火） 午後２時～４時 

 

（２）訓練会場 

中野区役所、中野四季の森公園、中野駅、帝京平成大学中野キャンパス、早稲田 

大学中野国際コミュニティプラザ、東京都中野都税事務所 

 

（３）訓練参加者数 

一般参加者 １０３名  

他自治体参加者 ３２名  

視察者 ３５名  

中野区帰宅困難者対策協議会委員※ １５８名 （内訳は下表のとおり） 

合計 ３２８名  

 

（中野区帰宅困難者対策協議会委員内訳） 

中野警察署 ５名 野方警察署 １名 

中野消防署 ３名 野方消防署 １名 

東京商工会議所 ２名 新井薬師駅商店会 １名 

中野駅南口駅前商店街 ２名 中野サンモール商店街振興組合 ６名 

中野ブロードウェイ商店街振興組合 １名 関東バス株式会社 １名 

京王バス東株式会社 １名 東日本旅客鉄道株式会社 ２名 

東京地下鉄株式会社 ３名 西武鉄道株式会社 ３名 

学校法人帝京平成大学 ２７名 学校法人早稲田大学 １４名 

株式会社中野サンプラザ ８名 JN指定管理者共同事業体 ７名 

東京都中野都税事務所 １７名 東京建物株式会社 ５名 

株式会社丸井 １名 株式会社丸井グループ ２名 

管理組合法人ブロードウェイ管理組合 ２名 西武信用金庫 １名 

三井不動産ビルマネジメント株式会社 １名 住友不動産株式会社 １名 

東京マツダ販売株式会社 ３名 中野区 ３７名 

  合 計 １５８名 

（４）訓練内容 

① 情報提供ステーション開設・運営訓練（中野四季の森公園、中野駅） 

ア 情報提供ステーションの設置 

イ 防災行政無線による区災対本部との通信 

ウ 来街者への情報提供 

エ 中野四季の森公園、一時滞在施設への避難誘導 
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② 一時滞在施設開設・運営訓練（帝京平成大学中野キャンパス、早稲田大学中野国

際コミュニティプラザ、東京都中野都税事務所） 

ア 防災行政無線による区災対本部との通信 

イ 資機材の運搬及び設置 

ウ 帰宅困難者の受入れ、名簿作成 

エ ホワイトボード等による情報提供、物資配布 

③ その他 

 緊急速報メール（エリアメール）の配信 

 

（５）訓練風景 

①情報提供ステーションの設置       ②情報提供（中野駅北口） 

  

 

 

③避難誘導（中野駅北口）         ④一時滞在施設へ移動（中野四季の森公園） 
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⑤情報提供（中野四季の森公園）      ⑥一時滞在施設開設・運営訓練（帝京平成大学） 

  

 

⑦一時滞在施設受入れ（都税事務所）   ⑧帰宅困難者受入れ（都税事務所） 

  

 

⑨物資配布準備（早稲田大学）       ⑩情報提供（早稲田大学） 

  

 


